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福島区

区 

 

 

福島区民センター１階ホールにて第八期廃棄物減量等推進員委

嘱式を開催しました。 

   第一部は福島区長より委嘱状の伝達式、第二部では推進員の  

具体的な活動について研修会を行いました。 

これから約２年間にわたり地域のごみゼロリーダーとして日々 

活動していただき、共に、さらなるごみ減量・３Ｒの推進

にご協力お願いいたします。 

  



普通ごみの減量への取り組み 
  食料の多くを輸入に頼っているにもかかわらず、日本の食品ロスは年間約 646 万トンに  

も上り、これは、世界中で飢餓に苦しむ人々に向けた世界全体の食料援助量(約 320 万トン)の     

約 2 倍にあたります。 

 国民 1 人あたりにすると、毎日、おおよそ茶碗 1 杯分（約 139g）の食品を無駄にしているこ

とになります。                             

                       

対話を楽しむものです。 

 

 

分別率アップへの取り組み     

家庭から出される普通ごみは年間約 33.2 万トンあり、その中には資源化できるものが約 8.3 万

トンも含まれています。 

ごみの減量、資源の有効利用には、資源化できるものを分別して出すことが大切です。 
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目標：みんなで減らそう！食品ロス

‼ 

おお茶茶碗碗一一杯杯分分をを残残ささずず食食べべらられれるる工工夫夫をを！！ 

私たちの住む街【福島区】って、どれくらい分別できているのかな❔（H28年度） 

資源ごみ 83.4％ 容器包装プラスチック 37.3％ 古紙・衣類 60.8％ 

 

目 標 

 

１回に出す普通ごみの中から、１人あたり 5ｇ（発泡トレイ（Ｌ）1 枚分）の

容器包装プラスチックを分けて出しましょう 


